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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラ付き街路灯のランプであって、
　電球部と、
　所定領域を撮影するカメラと、前記カメラによって撮影されたデータを外部サーバに伝
送する送受信部を有するカメラモジュールと、
　商用電源を受け取るための商用ソケットに挿入される商用コネクタと同一の構造を有し
、外部の商用電源を受け取るために商用ソケットに挿入されるコネクタと、
　前記コネクタを通じて受け取った電源を前記電球部及びカメラモジュールに分配する電
源分配部と、
　を含むカメラ一体型電球モジュールからなり、
　前記街路灯のランプは、その外部が底面に反射面を有するケースと、保護用透明又は半
透明カバーとから構成され、その内部に前記カメラ一体型電球モジュールを備え、
　電話番号が、個別的な識別のために前記カメラモジュールに割り当てられ、前記カメラ
モジュールは、前記撮影データを内部メモリに一時的に格納した後に、移動通信ネットワ
ークを介して通話量が少ない時間に前記格納されたデータを外部に伝送することを特徴と
するランプ。
【請求項２】
　前記コネクタは、前記ランプに提供されるソケットに挿入されるように構成されること
を特徴とする請求項１に記載のランプ。
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【請求項３】
　前記電球部は複数の電球を含み、前記カメラモジュールは前記複数の電球の中央に設置
されることを特徴とする請求項１又は２に記載のランプ。
【請求項４】
　前記電球部は複数の照明用発光ダイオード(ＬＥＤ)電球を含み、前記カメラモジュール
は前記複数の照明用ＬＥＤ電球の中央に設けられることを特徴とする請求項１又は２に記
載のランプ。
【請求項５】
　前記カメラモジュールは可視光範囲で動作することを特徴とする請求項１又は２に記載
のランプ。
【請求項６】
　前記送受信部は、有線(cable)又は無線によって前記サーバと通信することを特徴とす
る請求項１又は２に記載のランプ。
【請求項７】
　前記カメラモジュールは、通常の移動通信ネットワークの信号で前記撮影データを伝送
することを特徴とする請求項１又は２に記載のランプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般的に街路灯(streetlight)に関するものであって、特にカメラ付き街路灯
のランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、道路に設けられる街路灯は、電力供給源として商用電源(commercial　power
)を用いて所定時間に点灯又は消灯によって夜間にその周辺地域を照らす。
【０００３】
　道路に沿って設置され、商用電源を使用することを考慮して、街路灯は、交通監視及び
セキュリティのために監視カメラが追加設置されている。監視カメラを用いる監視システ
ムに対して、韓国特許出願第２００７-４２８０４号の“公開無線周波数帯域で動作する
街路灯付き無線監視カメラを用いる道路監視及び生活防犯用写真データ運営システムとこ
れを用いる運営方法”(出願人:株式会社Ｋｅｕｍｓｕｎｇセキュリティ、発明者：Mu-Kil
 Jung，Wan-Ju Song、出願日:2007年5月2日)に開示されている。
【０００４】
　街路灯に設置される監視カメラは、街路灯に監視カメラの本体を付着するための付着装
置を必要とする。また、街路灯に動作電源として商用電源を供給するためには、追加の電
源ケーブルが必要であり、街路灯の電源供給構造の変更が要求される。したがって、街路
灯に監視カメラの設置には多少の難しさがあった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明は上記した従来技術の問題点に鑑みてなされたものであって、その
目的は、街路灯に監視カメラの設置を容易にするためのカメラ付き街路灯のランプを提供
することにある。
【０００６】
　また、本発明の他の目的は、電源供給を容易にするように街路灯に監視カメラの設置を
可能にするカメラ付き街路灯のランプを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一態様によれば、カメラ一体型電球モジ
ュールを含むカメラ付き街路灯のランプを提供する。このカメラ一体型電球モジュールは
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、電球部と、所定領域を撮影するカメラと、カメラによって撮影されたデータを外部サー
バに伝送する送受信部を有するカメラモジュールと、商用電源を受け取るための商用ソケ
ットに挿入される商用コネクタと同一の構造を有し、外部の商用電源を受け取るために商
用ソケットに挿入されるコネクタと、コネクタを通じて受け取った電源を電球部及びカメ
ラモジュールに分配する電源分配部とを含む。
【０００８】
　本発明の上記及び他の様相、特徴、及び利点は、以下のような添付図面とともに続く詳
細な説明から、より明白になるだろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態によるカメラ付き街路灯のランプを用いる監視システムを示
すブロック構成図である。
【図２】本発明の一実施形態による監視カメラ付き街路灯のランプを示すブロック構成図
である。
【図３Ａ】本発明の他の実施形態によるカメラ付き街路灯のランプを示す図である。
【図３Ｂ】本発明の他の実施形態によるカメラ付き街路灯のランプを示す図である。
【図４Ａ】本発明のまた他の実施形態によるカメラ付き街路灯のランプを示す図である。
【図４Ｂ】本発明のまた他の実施形態によるカメラ付き街路灯のランプを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
　図面において、同一の構成要素に対してはできるだけ同一の参照符号及び参照番号を付
して説明する。また、本発明の範囲及び精神を逸脱することなく、以下に説明される本発
明の様々な変形及び変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者
には明らかである。なお、公知の機能または構成に関する具体的な説明は、明瞭性と簡潔
性のために省略する。
【００１１】
　図１は、本発明の一実施形態によるカメラ付き街路灯のランプを用いる監視システムを
示すブロック構成図である。図１を参照すると、監視システムは、複数の街路灯１０-１
～１０-ｎに設けられるカメラ一体型ランプ１２-１～１２-ｎを含む。本発明によるカメ
ラ一体型ランプ１２-１～１２-ｎは、通常に街路灯ランプに使用される照明用電球と、該
当照明用電球と一体化し、その設置領域を撮影して撮影データをローカルサーバ１４に無
線伝送する可視光範囲で動作する無線カメラモジュールとを含む。
【００１２】
　ローカルサーバ１４は、カメラ一体型ランプ１２-１～１２-ｎから無線で受信された可
視光範囲の撮影データをカメラ別に一時的に格納し、これらを専用ネットワーク又はイン
ターネットのような通信ネットワーク１６を介して中央サーバ１８に伝送する。各カメラ
からの撮影データは、該当カメラのＩＤ(Identifier)を含むことによって各カメラ別に格
納されることができる。単一のローカルサーバ１４は図１に示されているが、これは但し
説明の便宜のための例示であり、このローカルサーバは、実際に実施される一定の領域別
に適切に設置されなければならない。
【００１３】
　中央サーバ１８は、ローカルサーバ１４から受信された撮影データを格納し、オペレー
タの操作によって特定カメラの撮影データを検索及びディスプレイする。オペレータ又は
サービスを受信するように登録された加入者は、遠隔地から端末機(図示せず)を通して中
央サーバ１８にアクセスし、この中央サーバ１８からデータ検索及びディスプレイサービ
スを受信することができる。
【００１４】
　図２は、本発明の一実施形態によるカメラ付き街路灯のランプを示すブロック構成図で
ある。図２を参照すると、監視カメラ付き街路灯のランプ、すなわちカメラ一体型ランプ
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１２は、その外部に、底面に反射面を有するケース１２２と、保護用透明又は半透明カバ
ー１２４とを含む。カメラ一体型ランプ１２は、その内部に、ソケット１２６に接続され
るカメラ一体型電球モジュール１２０を含む。カバー１２４は、カメラがその内部で作動
するので、撮影が可能なように透明にし、あるいはカメラの設置位置のみを部分的に透明
にする。
【００１５】
　カメラ一体型電球モジュール１２０は、通常の電球１２０２と、シングルモジュールの
カメラモジュール１２１０を含む。電源接続のためのコネクタ１２０５は、商用電源を受
けるために設計された商用ソケット１２６に挿入される通常の商用コネクタと同一の外部
構造を有する。電源分配部１２０４は、コネクタ１２１０を通じて受け取った電源を電球
１２０２とカメラモジュール１２１０に分配し、それによって別々に動作可能にする。カ
メラモジュー１２１０は、所定領域を撮影するカメラ１２１８と、このカメラ１２１８か
ら受信された撮影データを無線で伝送する無線送受信部(transceiver)１２１６とを備え
る。
【００１６】
　上記したように、本発明によるカメラ一体型電球モジュール１２０は、街路灯に挿入さ
れる通常の電球と同一の方式で、ソケット１２６に挿入されることができる。ここで、カ
メラ一体型電球モジュール１２０は、カメラを付着するための別途の機構デバイスなしに
容易に設置される。
【００１７】
　図３Ａ及び図３Ｂは、本発明の他の実施形態によるカメラ付き街路灯のランプを示す。
図３Ｂは、図３Ａに示す電球モジュールの平面図である。
【００１８】
　図３Ａ及び図３Ｂを参照すると、本発明のカメラ一体型ランプ２２は、その外部に、底
面に反射面を有するケース２２２と、保護用透明又は一部半透明カバー２２４で構成され
る。このカメラ一体型ランプ２２は、その内部に、複数、例えば４個の電球２２２０-１
～２２２０-４が設けられている。カメラモジュール２２３０は、４個の電球２２２０-１
～２２２０-４の中央に配置することができる。
【００１９】
　４個の電球２２２０-１～２２２０-４は、カメラモジュール２２３０と一体に形成され
るので、カメラ一体型電球モジュールを形成する。このカメラ一体型電球モジュールは、
電源接続のために、通常のソケットに挿入される通常のコネクタと同一の外部構造を有す
るコネクタを含むことができる。電源分配部は、コネクタを通じて受け取られる電源を４
個の電球２２２０-１～２２２０～４とカメラモジュール２２３０に分配するように構成
される。カバー２２４は、中央のカメラモジュール２２３０を除き、４個の電球２２２０
-１～２２２０-４をカバーするドーナツのような形状を有することができる。
【００２０】
　図４Ａ及び図４Ｂは、本発明のもう一つの実施形態によるカメラ付き街路灯のランプを
示す。図４Ａ及び図４Ｂにおいて、発光ダイオード(Light　Emitting　Diode：ＬＥＤ)は
、街路灯ランプに適用される。具体的に、図４Ａはカメラ一体型電球モジュール３２０を
示し、図４Ｂは、図４Ａに示すカメラ一体型電球モジュール３２０の複数の電球３２２０
とカメラモジュール３３３０の平面図を示す。
【００２１】
　図４Ａ及び図４Ｂを参照すると、カメラ一体型電球モジュール３２０は、保護用透明又
は一部半透明カバー３２４を有することができる。例えば、複数の照明用ＬＥＤ電球３２
２０は、カバー３２４に密に設けられることができる。この照明用ＬＥＤ電球３２２０は
、通常の照明用ＬＥＤ電球と同一の構造となり得る。 本発明によると、カメラモジュー
ル３３３０は、照明用ＬＥＤ電球３２２０の中央に設置することができる。電源分配部は
、コネクタを通じて受け取った電源を照明用ＬＥＤ電球３２２０及びカメラモジュール３
３３０に分配するように構成される。
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　上記したように、本発明による監視カメラ付き街路灯のランプ構造は、街路灯に監視カ
メラ本体を付着するための別途の付着デバイスと、動作電源として街路灯に提供される商
用電源を監視カメラに供給するための電源ケーブルとを必要としない。したがって、監視
カメラは、街路灯の構造を変更せずに、街路灯に容易に設置することができる。
【００２３】
　本発明は、所定の実施形態を参照して図示及び説明したが、これは但し説明のための例
示である。例えば、電球の個数と位置及びカメラモジュールの設置は変更可能である。ま
た、上記ではカメラモジュールがローカルサーバと無線で通信することを説明したが、カ
メラモジュールは有線(cable)によってローカルサーバと通信することも可能である。
【００２４】
　さらに、無線カメラモジュールは、所定領域から撮影されたデータをリアルタイムでロ
ーカルサーバに伝送し、この撮影データを内部メモリに一時的に格納した後に所定間隔(
又は、所定時点)でローカルサーバに伝送することができる。
【００２５】
　無線カメラモジュールは、一般的な移動通信端末機のように動作することで、無線カメ
ラモジュールの無線送受信器は移動通信サービス信号と同様に映像データを伝送するよう
に構成することができる。すなわち、電話番号は、個別的な識別のために該当カメラモジ
ュールとローカルサーバに割り当てられ、画像通信チャンネルは、移動通信ネットワーク
を介してカメラモジュールとローカルサーバとの間に設置されることができる。ローカル
サーバは、通常の移動通信システムの基地局(ＢＳ)又は基地局制御器(ＢＳＣ)で実現する
ことができ、中央サーバも、移動通信ネットワークを介して実現することができる。この
場合に、無線カメラモジュールは、移動通信ネットワークを介して通話量がより少ない早
朝時間に映像データを伝送することができる。
【００２６】
　以上、本発明の詳細な説明においては具体的な実施形態に関して説明したが、特許請求
の範囲の記載及びこれと均等なものに基づいて定められる本発明の範囲及び精神を逸脱す
ることなく、形式や細部の様々な変更が可能であることは、当該技術分野における通常の
知識を持つ者には明らかである。
【符号の説明】
【００２７】
１０-１～１０-ｎ　街路灯
１２-１～１２-ｎ　カメラ一体型ランプ
１４　ローカルサーバ
１６　通信ネットワーク
１８　中央サーバ
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